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財政援助団体等監査結果報告書 

 

１ 監査の対象 

クラブ名 粟津児童クラブ 

運営者  社会福祉法人南陽福祉会 

所管課  教育委員会事務局青少年育成課 

２ 選定理由 

  粟津児童クラブは，今回が初めての監査であることから監査対象とした。 

３ 監査の種別 

財政援助団体等監査 

４ 監査実施日 

令和元年 11月 25日 

５ 監査実施場所 

粟津児童クラブ 

６ 監査の範囲   

平成 30年度小松市放課後児童健全育成事業運営費交付金及び小松市放課後児童健全育

成推進事業交付金にかかる出納その他事務の執行状況 

７ 監査の執行者   

監査委員 小栗 厳，監査委員 表 靖二 

８ 監査の実施手続 

   監査にあたっては，あらかじめ必要と認めた事項を要記した監査資料及び関係帳票の

提示を求め，学識経験者及び監査委員事務局職員がその内容等の検視，検算，抽出照合

及び現地確認等の予備監査を行った。 

   監査当日は粟津児童クラブにおいて，粟津児童クラブ理事長及び関係職員並びに所管

課である教育委員会教育次長ほか青少年育成課関係職員同席の下，監査資料に基づき説

明を受けた後，事務の執行状況等を聴取するとともに，質疑応答を交わした。 

   なお，この財政援助団体等監査において，地方自治法第 199 条第８項の規定により学

識経験者として，北陸税理士会小松支部所属税理士南一栄氏を選任し，予備調査を依頼

した。その調査結果及び意見を聴き，これを監査の参考とした。 

９ 監査の着眼点 

監査の主な着眼点は次の通りである。 

（１）補助金等の交付目的及び補助等対象事業の内容は明確か。また，公益上の必要性は十

分か。  

（２）事業は，計画及び交付条件に従って実施され，十分効果が上げられているか。また，補

助金等が補助等対象事業以外に流用されていないか。 

（３）出納関係帳票等の整備，記帳は適正になされているか。また，領収書等の証拠書類の

整備，保存は適切か。 

（４）補助金等に係る収支の会計経理は適正か。 

（５）団体の監査役や監事は，独立性が確保され，有効に機能しているか。 

（６）補助金等交付団体に対する所管課の指導監督は適切に行われているか。 



10 監査対象の概要 

（１）名称 粟津児童クラブ 

（２）目的  

児童福祉法第６条の３第２項に基づき，保護者が労働等により昼間家庭にいない小

学校に就学している子どもを対象に，放課後や長期休暇等に，安全・安心な生活の場，

適切な遊びの場を提供する。また，異年齢での集団活動や子どもの状況や発達段階を

踏まえた適切な指導をとおして，児童の健全な育成を図る。 

（３）組織（平成 31年４月１日現在） 

    運営委員会役員は，委員長１名，委員 12名からなっている。 

（４）事業内容   

ア 子どもたちの保育（外遊び，室内遊び） 

イ 出席簿や指導日誌の記録 

ウ お便りの発行と連絡帳などの記録 

エ おやつの準備 

オ 家庭との連携（子どもの状況把握，相談） 

カ 学校との緊密な連携及び地域の生活環境づくり 

キ 施設・設備・備品の管理と環境整備 

ク 子どもの生活を豊かにするための遊びや活動の研究 

ケ 支援員として知り得た情報の守秘義務 

コ 苦情受付 

サ その他放課後児童クラブの運営に必要な業務 

11 補助金等  

団体に支払われている補助金等は以下のとおりである。 

平成 30年度小松市放課後児童健全育成事業運営費交付金 6,780,500円 

平成 30年度小松市放課後児童健全育成推進事業交付金   100,000円 

12 監査の結果 

交付金に係る出納その他の事務の執行は，次のとおり改善が望まれる事項があったので，

適切な措置を講じられたい。事務処理上にわたる注意事項は，監査の過程において当事者

に指導したので本書には省略した。 

   指摘事項は次のとおりである。 

 

改善意見 

＜粟津児童クラブ＞ 

粟津児童クラブは，平成 26年度から現在まで社会福祉法人南陽福祉会が運営している。

平成 30年度決算では，市が定めた基準を上回る繰越金が発生しているが，これは，粟津

児童クラブの運営にかかる経費の一部が南陽福祉会の会計で賄われていたことが一つの

要因としてあげられる。児童クラブ運営にかかる経費については，法人会計と分離し適

切に計上されたい。 

 

 

 



13 監査の結果に添える意見 

  ＜青少年育成課（所管課）＞ 

各放課後児童クラブで繰越金や積立金の余剰金が発生する場合があるが，その使途が

目的に沿った活用となるよう，市が把握管理し指導を徹底されたい。 

 


